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教育情報化の動向について

平成28年10月25日
NTT西日本 島根支店



教育情報化の主な動向

～H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32～
残り2年

順次導入

・「アクティブラーニング」の視点に立った学びの推進
・情報活用能力の育成

・整備されたICT環境の活用
・更なるICT整備（1人1台タブレット、クラウド活用等）

CBTの導入

【導入時期】
H32：小学校
H33：中学校
H34以降：高校

高等学校基礎学力テスト（仮称）導入

学びの
イノベーション

ICTを活用した教育の
推進に資する実証事業

フューチャー
スクール
推進事業
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経済財政運営と改革の基本方針2015（骨太の方針）

世界最先端IT国家創造宣言

第2期教育振興基本計画

まち・ひと・しごと創生総合戦略

大学入学希望者
学力評価テスト
（仮称）導入
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セキュリティ調査事業
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Wi-Fi整備事業
公衆無線LAN環境
整備支援事業
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H26～H29 文科省「教育のIT化に向けた環境整備4か年計画」

次期学習指導要領
改訂のまとめ

2020年代に向けた教育の
情報化に関する懇談会

高大接続改革
（高等学校基礎学力テスト（仮称）の導入検討 等）

ICTを活用した教育推進自治体応援事業

先導的教育システム実証事業

熊本地震

佐賀県での
情報漏えい

高校で遠隔授業での単位認定開始

先導的な教育体制構築事業
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教育のIT化に向けた環境整備4か年計画（地方交付税措置の活用による教育ICT整備）

タブレット端末

デジタル教材を電子黒板に
掲示したり、児童生徒の回答を
掲示し比較・発表

タブレットを接続するための、
無線LAN環境を教室に整備

教務 校務

電子黒板・ＩＷＢ

一人一台のタブレット端末を
配布し、個別/協働学習を実施

教室Wi-Fi

授業支援アプリケーション

タブレット端末への
教材の配布や、
回答の回収・一覧表示

校務情報（スケジュール、児童名簿、
出欠、成績等）を一元的に管理して
業務を効率化。

校務支援システム

校務PCの仮想デスクトップ化

校務PCをシンクライアント化し、
ＰＣ端末の管理稼動軽減と、
セキュリティを向上。

教育のIT化に向けた環境整備4ヵ年計画の地方交付税措置を活用し以下のICT整備が進行
【教務】児童生徒の興味関心を高め、また教職員様のICT活用能力向上寄与すためのICT環境整備
【校務】教職員様の校務業務の効率化・高度化に寄与するためのICT環境整備

※ NTT西日本の導入事例は、別紙（お客さま事例紹介 おおい町さま（福井県））をご覧ください。
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参考： スマートスクール構想について
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【トピック①】 高校で遠隔授業での単位認定開始

〇文科省では高校の全日制・定時制課程における遠隔教育を解禁 (平成27年4月）
対面により行う授業が原則である高校の全日制・定時制課程において、
74単位のうち36単位を上限に、一定の要件の下遠隔授業を導入することが可能となった。



【トピック①-1】 遠隔交流学習の事例

隠岐國学習センタ－ 宮崎県立飯野高等学校

■実証フィ－ルド ： 島根県立隠岐島前高等学校（島根県）、宮崎県立飯野高等学校（宮崎県：えびの市）
■実証内容 ： ＮＴＴ西日本のＴＶＣＭ“つながる教室編”のバ－チャル空間の実現による交流学習の検証
■実証期間 ： 2016年6月～2017年3月

フレッツ
VPNワイド

NTT西日本による遠隔交流学習の事例
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モデル やぐらモデル 天吊り・壁投影モデル 可搬型モデル

概要 フロアにやぐらを設置し、
SmoothSpaceの機能を実装

天井にプロジェクタを設置し、
オフィスの壁二面に映像を投影

スクリーンを移動式スタンドに
取り付け、お客様にて移動可能

イメージ

同じ教室に
いるように

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
リアルな映像と音声、さらに教室の雰囲気も共
有することで遠隔地の先生と生徒が隣にいるよう
な授業が行えます

多様な利用シーン
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

常時接続、空間投影（ほぼ実寸大で全身が
投影）の特徴を活かし、座学形式だけでなく、
様々な教育の場でご利用いただけます。

光回線でつながる
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

通常の光回線を使用して、高画質での利用が
可能です。＊利用帯域は、双方向通信で
4Mbps程度

離島や山間部、過疎地の教室と市街地の教室を結び、
距離を超えた遠隔合同授業を実現！

【トピック① 参考】 SmoothSpace概要
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【トピック②】佐賀県で情報漏えい事件が発生

佐賀県では17歳の少年らが佐賀県の教育ネットワークに侵入し、教育情報システムから佐賀県内の
高校に通う生徒の、個人成績や評価情報などを盗み出していたという事件が発生（H28年6月）

■ 管理者アカウントの不正取得
・タブレットに問題があると担当教師に嘘をつき、管理者用ID、
パスワードを入力させていた。
・暗号化して保管していたが簡単に解読できる状態であった。
・教職員用のアカウントを使用してサーバーなどへ不正アクセスを
繰り返した。

■ 校内LANへの不正アクセス (校内LANへの侵入)
・高校付近、または高校内部に侵入し、無線LANの電波を受信した。
・16歳少年は配布されたタブレットを使って不正アクセスを行っていた。
・PCのMACアドレスを偽装してシステムの内部に侵入。

■ 校内LANの内部監査実態
・校内LAN等NWの内部監査は2013年以降1度も実施されて
いなかった。
・佐賀県情報セキュリティ基本方針で定められている定期的な
内部監査の実施に違反。

■ SEI-NETへの不正アクセス
・17歳少年は正規のID、パスワードを用いてアクセスした。
・教職員、生徒の名簿ファイルが暗号されておらず参照可能であった。
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【トピック②-1】教育NWでのセキュリティ対策整備が活性！

佐賀県でのインシデントを受け、今後の教育NWは、自治体情報セキュリティ対策・強靭化と
同等レベルでのセキュリティ整備が必要となります。

教職員のみがアクセス可能

校務用NW

校務支援
システム

校務用
ファイルサーバ

学校

教育センター（DC等）
インターネット

学習用
ファイルサーバ

学習用NW

学習支援
システム

教務用NW

児童生徒

クラウド
サービス

教職員

校務用NW

普通教室・PC教室等 職員室等
教職員教職員のみが利用

教育NW（クローズドNW）

NWの
分離

NWの
分離

校務用と学習用
のNW分離

（シンクラ、物理分離 等）

認証の強化
（二要素認証 等）

DC等での
データ一元管理
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インターネット分離
メール無害化 等
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電子黒板

書画カメラ教員用
タブレット

児童生徒用
タブレット ICT支援員

充電保管庫

無線LAN

動画撮影・分析
動画鑑賞

協働学習
フィールドワーク

一斉表示

校内放送

体育館体育館教室/特別教室

校庭校庭

グループ学習

ICTを活用した効果的な授業を展開（セキュリティも考慮）

災害
情報

教室/特別教室
避難所とした体育館や教室、校庭等において、Wi-Fiを避難者向けに無料開放

Wi-FiAP(屋外
用）:2台

災害
情報

電子黒板・テレビ

体育館体育館 校庭校庭

【Wi-Fi無料開放】 【災害情報の表示等】

平時

災害時

電子黒板・テレビ

【トピック③】 避難所としての学校利用が再認識
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【その他】 ICTを活用したソリューションの一例 ：テックキャンバス

～小中学校のタブレット活用学習で“子どもの学びを支援する”～

テックキャンバスは クラウド型授業支援システム です。



テックキャンバス™

授業支援アプリケーション

タブレット活用した授業を簡単に実践することができます。

協働学習の実践を容易に実現することができます。

授業準備（職員室） 授業実践（教室）

教育クラウド

児童用タブレット端末 教員用ＰＣ＋アプリケーション

先生の
個人フォルダ

授業実践（教室）

先生用タブレット端末

素材集
教材の
ひな形集

電子黒板

家庭

■家庭学習
①ワークシート機能
②レポート機能
③提出履歴機能

■授業準備
①ホワイトボード機能
②ワークシート機能
③クラス選択
④年次処理

■授業実践
①ホワイトボード機能
②ワークシート機能
③配布／回答保存機能
④回答モニタリング機能
⑤提出履歴機能

■児童生徒
①ワークシート機能
②レポート機能
③提出履歴機能

■クラウド
①ポートフォリオ

（動画／静止画回答保
存・履歴管理）



テックキャンバス™

授業支援アプリケーション

算数：台形の面積の求め方を考えよう （児童の考えを基に交流と練り上げを行う協働型授業の実践）

タブレット端末に送られてきたデジタルワークに書き込んでいる様子。書き込み
が終わったら、“先生に提出ボタン”を押して、提出をする。
ほかにもアイデアが思いついたら、２つめのアイデアも書き込み、再度提出する
。

電子黒板に児童の全回答が提示されている。
児童はみんなの考えを見て、いろいろな考え方があることを実感する。
この回答データは保存でき、次時では、もう一度この画面を使って、授業を行っ
た。

先生に指名された児童は、前に出て発表をする。
適宜線を引いたりと補足をしながら説明している。

【メリット】
回答を電子黒板に一覧表示することで、児童の
意欲向上や課題解決の動機付けになる。
児童が口頭で補足説明することで、表現力の向
上に寄与した。

□テックキャンバスを利用した授業シーン



第５期全県域WANによる学校通信環境の整備

企業

インターネット

防災アプリ

医療アプリ

教育アプリ

観光案内

県民 電子申請
情報公開

危機管理

地域産業の振興

行政事務

市町村

データセンタ

遠隔医療
地図情報PF
（共通GIS）

データ連携

カルテカルテ

販売管理
システム

ERP
グループ
ウェア ・・

自治体 企業

クラウド

テレワーク

情報の一元化

災害地図情報

医療福祉

教育

eラーニング

学校間交流

県

第５期全県域WAN

・島根県拠点約２２０ヶ所をむすぶ広域ネットワーク、H28.11より順次提供開始

県立学校51校(分教室等含む)を高品質な50Mbpsの帯域保証型専用線で接続
→ICT活用のインフラとして利用可能

全県立学校をネットワークへ接続


